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 総会では、以下の議案が審

議の上承認されました。 

千倉地域づくり協議会『きずな』 
    平成２８年度通常総会が行われました 

 ５月２５日（水）表決委任者含め会員５３名が出席、来賓には石井裕市長をはじめ地元市議会

議員、千倉地区行政連絡員の方々にご臨席いただき、千倉保健センターにて『きずな』の通常総

会が行なわれました。 

 小沢会長からは、「きずなの活動である、ちくら漁港朝市が4月２８日（木）にテレビ朝日

『スーパーJチャンネル』で紹介され、直後の開催日には沢山の来場者があり今後も活気ある朝

市の展開が期待される。また、5月16日（月）には『NHKひるブラ』の生放送で高家神社の庖

丁式練習風景が紹介されるなど、活動が周知されつつある。またあいさつ運動や、初代後藤義光

に関する活動など活発な活動が行われている。今後も皆様のお力添えをいただきより良い活動を

行っていきたいと思います。」との旨の挨拶がありました。 

 総会後には、市長との意見交換会が行われ、今年度の予算説明や、子育て支援の展望について

質疑応答が交わされるなど、充実した時間となりました。 

※平成２８年５月３０日現在の情報です 

小沢会長のあいさつの様子 

～ ６年目の活動がスタート ～ 

・平成2７年度 活動報告 

・平成2７年度 収支決算 

     及び監査報告 

・平成2８年度 活動計画 

・平成2８年度 収支予算 

収入決算額 1,229,971円 支出決算額 733,411円 差引金額  496,560円（次年度繰越） 

■ 平成２７年度 千倉地域づくり協議会『きずな』決算報告 

１．収入の部 

科  目 決 算 額 摘  要 

１．総 務 費 256,476円 きずな通心発行代、通信費 等 

２．事 業 費 476,935円 ４部会の活動費 

３．予 備 費 0円  

合  計 733,411円  

２．支出の部 
科  目 決 算 額 摘  要 

１．活動費交付金 981,700円 南房総市交付金 

２．前年度繰越金 231,078円  

３．雑 収 入 17,193円 預金利子他 

合  計 1,229,971円  

義光パンフレット作成の為繰越金を残しました 
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南房総みんみんネット 検 索 

登録団体一覧：千倉地域づくり協議会『きずな』 

きずな通心は、インターネット上で    が

ご覧いただけます。 

千倉地域づくり協議会『きずな』 

     のFacebook 

千倉地域づくり協議会Facebook 

毎月第３日曜日に実施している千倉海岸の美化活動

（ビーチクリーン活動）を『きずな』は応援してい

ます。 

 日 時：７月１７日(日)９時開始 （３０分程度） 

 場 所：南千倉海岸 

     川尻橋北側駐車場に集合  

※ゴミ袋は用意します。手袋や飲み物は各自でご用意ください 

                    主催：千倉海岸美化推進委員会 

 千倉漁港魚市場（荷捌き所）に場所を移し１年を迎えた

ちくら漁港朝市。４/3（日）にはテレビ朝日スーパーJ

チャンネルの収録があり４/２８（金）に放映（熊本震災の

関係で、再三放映日が延び見逃された方には申し訳ありませんでした）

されました。番組では、ちくら漁港朝市の賑わいや、ここ

ならではの新鮮な食材、買ったものをその場で焼いて食べ

ることの出来るBBQコーナーなどが紹介されました。 

 放映直後の5月1日（日）の朝市は、ゴールデンウィー

クということもあり、9時の開場前から、地元客や他県か

らの観光客など大勢の人で賑わい、用意した品物がすぐに

完売！何度も品物の補充が行われたお店もありました。 

 会場からは｢うまい！！｣の声が聞かれ、｢また来なく

ちゃ！！｣との嬉しい声も。 

 かつての漁港の賑いを取り戻そうと始まった朝市！ 

 首都圏の旅行会社から 

の 問 い 合 わ せ な ど も 増

え、今後の展開が楽しみ

です！ 

 豊かな山や海の歴史文化を生かしたまちづ 

くりを推進するため、次の活動を行います。 

① 美化活動の実施やポイ捨て防止や不法投棄禁止 

  の啓発をする 

② 既存団体との活動協力体制づくりを行う 

③ 安房の名工「後藤利兵衛橘義光」の文化遺産を

地域資源・地域の宝として、観光資源やまちづ

くりのシンボルとして活用する為、次の取り組

みを行う 

   ・千倉地区において、初代後藤義光作品のある   

  神社仏閣等のパンフレットを作成し、観光客 

  誘致に寄与する  

  ・作品見学会の実施 

 地域の中で助け合いの出来る組織づくりを行

うため、次の活動を行います。 

① 学校でのあいさつ運動を実施する 

 ・ 毎月第１・第３月曜日 

 ・ 市民・各団体へも参加を募る 

 ・ 学校との話し合いを行う 

② 地元産の旬の食材を使った料理教室を開  

  催する  

③ 子ども見守り隊の活動を推進する 

④高齢者対策について検討する 

⑤時宜を得たテーマで勉強会を開催する 

 千倉地域づくり協議会『きずな』では、下記日程で「瀬戸浜海岸付近美化活動」を行い

ます。ご都合のつく方はご参加ご協力をお願いいたします。 

６月２６日（日） 午前 ９：００ ～ 1時間程度 
   

千倉保健センター駐車場 ※ ごみ袋は用意します。軍手や 

  飲み物は各自でご用意ください 

 皆さまのご協力のお陰で年々ゴミの量は減り、美しい景観が戻ってきています。美しいまちづく 

りの為、参加ご協力をお願い致します。 

～ 瀬戸浜海岸付近 ～ 

 ５/１７(火)高家神社の春の例祭に先立ち、１６日（月）全

国各地の“旬”な場所を生中継で紹介する『NHKひるブ

ラ』で高家神社の庖丁式の練習風景が生中継されまし

た。 

 当日は人気タレントの鈴木あきえさんをゲストに迎え、

スタジオの峰竜太さんとの質問形式で番組が進められ

ました。 

 刀主、清宮信英氏による式題『割主烹従之鮑（かっしゅほ

うじゅうのあわび）』の庖丁式練習風景や、料理の神様を祀

る神社と呼ばれるに至ったいきさつ、現役の海士（あ

ま）による海士漁も紹介されました。 

 生中継は２４分間行われ、サザエ・アワビの浜焼き販売

や、ふるさと産品推奨品認定業者、陶器市、包丁研ぎ・

販売、各種売店などの翌日準備の様子も放映されまし

た。 

 高家神社は年々参拝客が増えています。今後もイン

バウンドなどグローバルな展開を推進、周知拡大に向け

頑張っていきたいと思います。 

 きずなの会 豊山海（ほうさんかい ） 

千倉港・海の里 

  づくりの会 
高家学ぼう会 

漁港施設及び漁港周辺を活用したイベントを開催

し、千倉港に活気を取り戻すため、次の活動を行

います。 

 ① 物産市・うまいもん市の開催 

 ② 朝市の開催 

 ③千倉漁港区域内の活用について、東安房 

   漁業協同組合と協力関係を構築する 

 ④ 先進地の視察 

 ⑤ 漁港区域内の清掃 

  ・千倉漁港クリーンキャンペーンとして 

   9月を予定しています 

 ⑥ 釣客のマナーの啓発 

  ・岩場及び漁港等での、釣り客のマナー 

   向上の為チラシを作成し、町内の釣具  

   店に配布し啓発します 

 ⑦土佐与市の活用 

 

 

 日本で唯一の料理の神様を祀る高家神社を地域資源

として、市民と事業者が一体となった活力あるまちづ

くりにつなげるため、次の活動を行います。 

 ① 高家神社の整備事業（駐車場整備・植樹などの景   

   観整備） 

 ② 高家ふるさと産品推奨品シール・パンフレットの    

   利用促進 

 ③ 高家ふるさと産品推奨品制度の推進と販売促進、      

   ＰＲの強化に努める 

 ④高家神社例祭(5/17・10/17・11/23)の協力 

 ⑤ 梅見会イベントを開催する 

 ⑥ 高家ブランドの構築（全国レベルの商品審査会・ 

   料理学校の誘致など）に向けての事業 

 ⑦高家神社のインバウンドに向けてのPR宣伝事業   

 ⑧情報発信体制の確立（マスメディアへの情報発信 

  の強化） 

 ⑨特産品の開発 

  ・古代米の活用・古代米の穂の活用(亀・鶴・しめ  

   飾り) 

  ・地場産品を活用した特産品の開発等 

 ⑩古代米のお田植祭・抜穂祭の開催 

 ⑪食を中心とした体験教室の開催 

 ⑫売店の活用 ⑬福祉ｾﾝﾀｰの活用について検討 

 ⑭先進地視察 ⑮谷津区・高家神社氏子との協力 

NHK テレビ朝日 

４/ 

  28 

５/ 

  16 

リ
ハ
ー
サ
ル
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び
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の
様
子 

検 索 

5/1 賑わう朝市の様子 

BBQコーナーも賑やか 

4/3 テレビ収録の様子 


